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教室募集状況 
(８月時点) 

募集中：ダンス／サッカー／フィットネス／親子テニス 
中学生地域スポーツ活動も募集中です。 
募集停止：親子バドミントン 

 

 

 

 

 

 

 

事務所窓口開設時間 

月・水・金 

14:30～16:30 

特定非営利活動法人総合型ＳＣ長与スポーツクラブ  

長与小学校体育館内 ＨＰアドレス http://www.nagayosc.sakura.ne.jp/NSC 

ＴＥＬ／ＦＡＸ 095-865-9511  メールアドレス nsc@jewel.ocn.ne.jp 

 
「パリオリンピックから」 

 
 パリオリンピックが閉幕しました。出場選手の活躍、支える方々の努力、観戦する皆様の応援

等により、感動的なシーンがたくさんあった大会だったと思います。日本選手の活躍も、とても

すばらしいものでした。本県出身の柔道の永瀬選手の連覇とその姿勢は、世界中から讃えられて

います。 

フランスでは、柔道が盛んなスポーツの一つであるという記事を見かけました。公益財団法人

全日本柔道連盟のホームページに「フランスでは柔道が教育の一環として広く認知されている」

という記事（2020年 10月 5日）を見つけました。その一部を紹介します。 

フランスでは柔道が教育的な捉え方をされていて、子どもにやらせたいスポーツとして人気が

あると聞きますが？ 

それはその通りです。子どもがやりたいからじゃなくて、親が連れてくる。で、楽しいから子

どもが続ける。たとえば、学校で落ち着きがなくて、授業中に走り回っている子を病院に連れて

行くと、専門家が「柔道をやりなさい」と。それで連れてくるんです。柔道はルールのなかでや

るので、「待て」とか「始め」とか、言われたら必ず従わなければいけない。それと相手に礼を

するとか、投げたあとに必ず引き手を引く。相手を投げ飛ばすけれども、相手も守らなければな

らないと。そういうことも教えるわけですよ。そうやっていろいろなことを覚えていく。引っ込

み思案で人前で何かをすることができない子も、専門家が「道場に連れていきなさい」と言うわ

けです。柔道は他人と組まなければできないですから、やっているうちにだんだん人と触れ合う

のが楽しくなる。そういうことにも使われていますね。 

 

とても興味深い記事です。本クラブは地域スポーツ活動の柔道を

ふくめ、さまざまな教室を展開しています。ルールに従うという体

験の場、人に対する思いやりを経験できる場、人との触れ合いがで

きる場でもあります。皆様のご参加をお待ちしています。 

熱中症予防   HP          

 

LINEを利用したク

ラブからの諸連絡

用。友だち追加をお

願いします。 

HPからもできます。 


